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　８月２３日（金）、大坂地区公民館において令和６年度大坂幸齢者学級講座が開催されました。
　この講座は、当初６月２１日（金）に開催予定をしていた第１回講座が、線状降水帯発生予報により延期さ
れていたもので、鹿児島地方気象台による「自然災害から身を守るために」と題した講話と社協による非常
炊き出し体験や市危機管理官による「ハザードマップ」の見方についての説明がありました。
　近年、想定を超える大雨により河川の氾濫、土砂災害の発生など災害の危険性が高まっていることや８月
８日に発生した宮崎県日向灘を震源とする地震、南海トラフ地震の長期評価などを踏まえ、災害への心構え
「まさか」ではなく「いつか」起きるものと思って備えること、「自分は大丈夫と思わない！」「自分の命は自分
で守る」「大切な人の命を守る」という意識を持ち、自然災害から身を守るための心構えを学習する講座とな
りました。

　鹿児島地方気象台では、防災気象情報を活用した早め
の避難による要配慮者の犠牲を軽減する取組として、自
治体や要配慮者利用施設等を支援する団体との連携によ
り、「防災知識の普及啓発」「避難訓練等への参画」などの活動を行っています。
また、地域で開催する防災研修等での講話や自治会主催の住民を対象とした防災ワークショップなどによ
り防災気象情報への理解を深め、適切なタイミングで避難判断が可能となるための講座を開催しておりま
す。自治会活動などで防災に関する研修を計画される際は、是非、ご相談ください。
※ 講座等に関するご相談は、南さつま市社会福祉協議会 福祉課 までご連絡ください。
　 内容等を確認し、鹿児島地方気象台の担当者へ相談します。　（TEL ５３－５５９０）
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　令和 6年 8月末現在の実績は
以下の通りです。
一般会費：　　　　世帯
賛助会員：　　　　名（個人）
　　　　　　　　　団体、事業所

9,701
73
46
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※ 掲載している渋沢栄一と社会福祉の関係について、紹介している詳細は、全国社会福祉協議会のホームペ
ージ　特集「渋沢栄一と社会福祉」に掲載されておりますので、興味をお持ちの方は、ぜひのぞいてみてく
ださい。

　７月１９日（金）、ふれあいかせだ交流室において夏季囲碁大会
が行われました。当日、やむを得ず欠席された会員もおられ１０名
の参加による大会となりましたが、夏の暑さに負けないほどの熱戦
が繰り広げられました。
 【A組】優勝　大迫　忠興　　【B組】優勝　佐伯　幸雄

　７月２２日（月）、かごしま文化工芸村（鹿
児島市）において、ふれあい竹細工教室を実
施いたしました。シニアクラブ会員が講師と
なり、参加者６名で和気あいあいとした雰囲
気の中で竹細工を楽しみました。
　今回の教室では、水鉄砲と竹とんぼを作
り、慣れない作業に悪戦苦闘しながらも思い
思いに自分の手で作り上げました。完成した
水鉄砲と竹とんぼで遊んでみると、よく飛ぶ
ものもあれば手直しするものもありと、和気
あいあいとした雰囲気で行われました。
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　生活支援体制整備事業では、８月７日に第１層協議体会議を開催し、第 2層の各地区協議体会議を７
月～８月にかけて開催し、みんなが住み慣れた地域で生活できるよう、地域課題の解決に向けた取組みを
目指しています。
　昨年度、開催した「地域の支え合いを考える講座～してみろかい！～」や「住民主体の移動支援を考える
会」でも、地域においての「移動支援」に対する課題や「生活支援」に関わる課題などは、「自助」でできない
こと（それは人によって違いがあります。）を「互助」で支え合える必要があります。その仕組みを作ってい

く必要性は分かっているが、「おたがいさま」の仕組みとしていく
には、なかなか時間がかかるものです。
　そこで、まずは「やれることから、やってみよう！」と感じられる
地域づくりのために皆様からのご意見をお聞かせください。皆様
の声の一つ一つを結び付けられるようつながりのある地域づくり
を応援します。

　生活支援体制整備事業では、８月７日に第１層協議体会議を開催し、第 2層の各地区協議体会議を７
月～８月にかけて開催し、みんなが住み慣れた地域で生活できるよう、地域課題の解決に向けた取組みを
目指しています。
　昨年度、開催した「地域の支え合いを考える講座～してみろかい！～」や「住民主体の移動支援を考える
会」でも、地域においての「移動支援」に対する課題や「生活支援」に関わる課題などは、「自助」でできない
こと（それは人によって違いがあります。）を「互助」で支え合える必要があります。その仕組みを作ってい
く必要性は分かっているが、「おたがいさま」の仕組みとしていくには、なかなか時間がかかるものです。
そこで、まずは「やれることから、やってみよう！」と感じられる地域づくりのために皆様からのご意見を
お聞かせください。皆様の声の一つ一つを結び付けられるようつながりのある地域づくりを応援します。



07



08

齊
藤

𠮷
峯

（
五
月
分
）


